
最終更新日 2024年4月17日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分
国際交流体験活動;フィール
ドワーク体験活動

希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 10人程度 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間

2025/2/24(月)～2/28(金)
（受け入れ側の都合により1
週間程度前後する可能性あ
り）

主な活動予定場所 フィリピン・マニラおよびその近郊

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 40,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

B18

フィリピンで国際協力を考える～新興国におけるビジネス・政策の現場を訪ねる

フィリピン赤門会

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

国際的なキャリア（官民問わず）に興味がある方、フィリピンを含めた新興国経済について興味がある方

ホテル・フライトについては参加者自身で予約

安全に関する渡航前のブリーフィング：渡航前に、オンラインで、比較的治安のいいエリアのホテルの紹介や、滞在中に心
得るべきことの情報共有（夜間の外出や公共交通機関の利用などについて）を行います。

特になし

参加する

フィリピンの企業、大使館、日本政府機関、国際機関（アジア開発銀行）への訪問、および可能であればプロジェクト視察
などのフィールドビジットを通じて、国際的な仕事の現場を肌で感じると同時に、急速に発展を遂げているアジアの新興国
であるフィリピンの社会経済情勢と開発課題について見識を深め、将来のキャリア選択の一助とします。

フィリピンは、その豊かな自然資源と活力に満ちた若い労働力を活かし、農業、製造業、サービス業など、様々な分野で近年急速に
成長しています。この成長に伴い、日本との二国間関係も官民両方の積極的な交流を通じて日々深化しています。

このような背景の下、本研修では、国際協力に興味を持つ学生を対象に、フィリピンの社会と経済のダイナミクスを直接体験し、新興
国でのビジネスと政策支援のやりがいや難しさについて洞察を深める機会を提供します。

具体的なプログラムの内容としては、マニラおよびその周辺地域で以下の活動を考えています。最終的なプログラムの内容は、実施
期間の受入れ先の状況で変更がありうる点ご理解ください。

１．企業訪問：日本人同窓生が勤務する場所（民間企業、日本大使館、政府系機関、国際機関など）を訪問し、現地での仕事や生活
についてディスカッションを行います。可能であれば、フィリピン人同窓生の勤務先（フィリピン政府や民間企業など）も訪問する機会も
設けます（その場合の使用言語は英語となります）。

２．フィールドビジット：受入れ先の了承が得られれば、現地のプロジェクトサイト、たとえば日本政府が支援しているインフラプロジェ
クトなどを視察し、日本の官民協力によってフィリピンの課題がどのように解決されているのかを具体的に理解します。また、参加者
の希望があれば、現地のNGOを通じてスラムエリアの見学なども行うことも可能です。

３．ソーシャルイベント：フィリピン赤門会との夕食会を企画します。また可能であれば、滞在前または滞在中に、フィリピンの歴史、文
化、および日本との二国間関係について理解を深める機会も設けます。

本プログラムを通じて、国際的な仕事についてまだイメージが湧かない学生にとっては興味を持つ第一歩となり、すでに新興国での
ビジネスや開発支援に興味を持っている学生にとっては具体的な職業選択を進める際の情報収集とネットワーク構築ができるので
はないか、と期待しています。

【現地写真】
https://univtokyo-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/4928854694_utac_u-
tokyo_ac_jp/Elaf4LpB94xOvBH0g4jAkLYBbBtJmgmiojkewfXNMOuz5w?e=5XM1sv

10～15万円程度

3～5万円程度（2人１部屋、5泊6日を想定）

東京マニラ往復航空券－6～9万円程度、マニラ市内車移動費－2万円程度（※借上車を想定）

飲食代・遊興費等は別途個人負担。視察先（例えばスラムなど）によっては、入場料が別途かかる可能性あり。


